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カザフ語の使役文
藤　家　洋　昭
恥3躍丁漏騒頭e3Fe謹畳昼《ceitAeMi
Φ￥＞iく1肥XipoaKi
　Ka3aK　T量澱油i獄03reniK　eTid＞Ko｝丑圭HAeri　3epTTeyJ】eri　3ep質eyJヨep双｛｝玉Ke6i，　e3re扇K　eTicT量廼◎PIPonrnfinblK
x（aFb田aH　3epTTey烈ep　60∬め狐，　cliHTaKcMc）KaFb匪紐naFhl　3epTTey∬ep　oTe　a3　Ke3澱eceAi．
　B￥巌MaKaJlaAa　Ka3aK　Ti∬iHi罧03reniK　ceHneM圭｝le，　cHHTaKcvac｝κafbl｝｛a｝玉3eP實ey）KYPri3iJlin，　a丑双b叢MeH
θ3reJliK　　co錘」三eMH量｝ミ　　K￥pJ玉b！醗bl　　6eJ蓋ri∬e蚤｛瓜壼．　Ocb韮｝達b三｝叉　　ほaTH）KeCi｝｛瓜e，　03re∬iK　　eT至d｝｛Aeri《rl3》
＞K￥PHafblHb職，　ce迦eMAe双ep6ec　TYPIIe　Heri3ri　6⑤AexxiK（6ac　6e∬e頗K）P・∬b◎MHaimbmnblfbl
aHb照a組b1．　CoHb旧Me肩6ipre《Co3　TipKeCi　WypnblM　rpaMMaTMKachl　TeoP湖cb茎Ha》Heri3Aefle　oTbヨPも1遜
《rB》m￥pHafbl｝la　rpaMMaTai（a）KafblHaH　TaJI双ay＞KacaJ｝nbl。
1．はじめに
　使役文にっいてはこれまで数多くの研究がなされてきた．例えば日本語の使役文についても196e
年代から現在にいたるまで多くの成果があげられている．Dまたトルコ語の使役文に関する研究
もある．一方カザフ語にっいては，使役についての記述は全くないというわけではないが，多く
の場合，使役を使役形という形態の範囲で記述しただけで終わっていた．っまり形態論として扱
われることが多く，使役を使役文として統語論的に分析するということはあまりされてこなかっ
たのである．そのためカザフ語の使役文は，その統語構造をはじめ，明らかにされていない点が
多いと考えられる．
　本稿ではこれらのことを踏まえ，カザフ語の使役を使役文という観点から分析することを試み
る．はじめにカザフ語の使役文を概観して使役を表す手段，使役文の語順，使役文における格を
観察してカザフ語使役文の基本的なデータを示す．その次に，それらのデータをもとにカザフ語
使役文の構造を句構造文法の枠組みを用いて記述する．その結果これまでの形態論的な分析では
明確にならなかった事実が明らかになる．最後に使役形態素“rl3”に辞書記述を与えることを試
みる．
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2．基本データ
　本章ではカザフ語の使役文を概観して基本的なデータを提供する．データは主としてカザフ人
インフォーマントから収集した．一部文献から引用したものもあるがそれらは出典を記しておい
た．文法性のチェックは複数のインフォーマントにより行なった．2）
2．蓬　使役形
　使役を表す手段は言語によってさまざまである．使役動詞を嗣いる言語，動詞を使役形にする
言語がある．また，そもそも使役を表す手段が文法的にはっきりしていない言語もあるかもしれ
ない．
　カザフ語の場合は（少なくとも表面的には）動詞の使役形によって使役を表す．動詞の使役形
は動詞語幹に使役形態素をつけることによって作られる．この形成は生産的に行われ，動詞語幹
にM3（とその母音調和と子音同化による異形態Fbl3～Kbi3～Ki3）を付けることによって表される．
例
KY∬一「笑う」KYn－ri3－9笑わせる」，　Kip－「はいる」κip一爵一「はいらせる」，6ap－「行く」6
ap－Fbl3－「行かせる」，　a潅一「言う」anT－Xbl3一ヂ言わせる」
rBは拘束形式であり，常に語幹に付けられて用いられ，自由形式として単独で現れることはな
い．蒔制や人称を表す要素はrl3の後に来る．また，使役を表す形式としてはH3以外に郡pも用い
られる．3＞
　さらに動詞によってはEPやTをとるものもある．これらの分布はこれまでにも関心がもたれ，
かなり以前から記述されており，今日ではおおよそのことが明らかになっている（Ka3aK　T面H掘
rpaMMaTnKachl（以下KTrと記す），　Geng（1989）．’｛）未解決の問題がないわけではないが，使役形
態素の分布を記述することが本稿の目的ではない．5）重要なことはカザフ譜では動詞がどの使役
形態素をとるにしろ，何が使役を表すかがはっきりしていることである．っまりどのような場愈
でも容易に使役形態素を敢り出すことができるのである．
　以下本稿ではrl3，　AIP，　T．．．とあるカザフ語の使役形態をrBで代表させることにする．
2．2　他動詞文と使役動詞文
　日本語では対応する自動詞がある他動詞と動詞の使役形は別のものとして扱われることが多い
ようである．6）その理由のひとつとして形態の違いがあげられる．例えば，
自動詞　　他動詞　　使役
OrlrU　　　　　　　OrOSU　　　　　　　OrlSaSerU
tOOI’U　　　　　　　tOOSU　　　　　　　tooraseru
tatu　　　　　　　　tateru　　　　　　ta重esaseru
のように，もとになると考えられる自動詞に対して他動詞と使役形が別の形で存在している．ま
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た，日本語では一般に使役形は生産的に作られるのに対して他動詞はそうではない，という違い
もある（柴谷1984）．意味の問題を別にしてもこのような違いがある．文型という点でみると，使
役文は一見他動詞文のようなところもあるが，「に」をとることができる場合があるという点で違
いもある．η
　それではカザフ語ではどうなのだろうか．自動詞の使役形と他動詞はどのように違っているの
だろうか．
　まず，形態の点から分析し，次に文型を検討する．
2．2．1　形態
　使役形がrl3によって作られることe3　2．1でみた．それでは自動詞の他動詞化がどのようにし
て行われるのだろうか。これまでの記述によればやはりrl3によって形成される（Ka3ipri　Ka3aK
Tini（以下KKTと記す），　Geng（1989））．しかし，これらの記述に例としてあげられているものを
晃ると，）KYriPT－，　KY照ip－，などがあり，このなかでKY照lpは岡書（1〈KT）で1ま使役形の例とし
てもあげられていて，その区別についての説明はない．このように自動詞が他動詞化したものと
使役化したものが区別できない，あるいは区別が難しいことは事実であるようである．
　上で見るかぎり，カザフ語では自動詞を他動詞化したものと使役化したものとの間には形の上
で日本語で見られるような違いはない．
2．2．2　他動詞文と自動詞使役文
　ここでは他動詞文と自動詞使役文の文型を観察する．
　他動詞文と自動詞使役文は表面上同じような形をしている、前節でも述べたように自動詞の使
役形が何かを指摘することは難しい．ここではこれまで「使役文」とされてきたもの，より正確
には「「使役形の動詞」の用例」を使役文と考えそれらと本来の他動詞を用いた例を比べる．
　まず使役文の用例を見よう．
M￥salliM　6aAafiapAbi　oTblpFbl3Jlbl．（Geng　and　Li（1985））
先生・子どもたち（対格）・座らせた
「先生が子どもたちを座らせた．」
これらからわかることは使役主一被使役者一動詞の語順で，被使役者が対格で示されていること
である．文全体としてみると，主語一対格目的語一動詞である．
　次に他動詞文の例を見る．
M￥FaniM　6aJlaJlapnbl　Kepni．（他動詞文）
先生・子どもたち（対格）・見た
「先生が子どもたちを兇た．」
他動詞文も，主語一対格目的語一動詞という構成になっている．すなわち使役文と同じ構成である．
　以上見たように，カザフ語の使役文は他動詞文と同じ文型をとる．
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2．3　使役文における格
　使役文においてそれぞれの要素がどのような格で表されるかは興味深い問題であり，言語によっ
てさまざまである．主文の主語は主格をとるにしても問題なのは被使役者である．例えばチュル
ク系の言語のとなりで話されている，ウラル系の言語では被使役者の格が言語によって位置格（所
格，異格），着点格（与格，向格），受動者格（対格）の3種になるという（小泉1994）．s＞また，
田本語においては「に」で表されたり，「を」で表されたりすることがあり，それらの違いなどに
ついて以前から研究されてきた．すでに前節で見たように，カザフ語の使役文では自動詞の使役
文の場合は他動詞文と似た構成になり，格は対格が用いられる．本節ではそれ以外の場合，すな
わち他動詞の使役文を含めてカザフ語の使役文がどのような格をとるか観察する。
　カザフ語の使役文は語順などの面では日本語の使役文に似ているところがある．9）使役主一被
使役者一目的語一動詞の順で並ぶのがもっとも基本的な語順であると考えられる．格の表示方法
は格語尾と呼ばれるものによって表される．te）
　日本語などには使役文に二つのタイプがあることを確認しておこう．変形文法の分析によれば
自動詞文を補文にもつものと，他動詞文を補文に持つものである（井上1976）．別の言い方をする
と，自動詞が使役形になったものからなる使役文と他動詞が使役形になったものからなる使役文
である．文型の点からは前者は目的語を一つとる他動詞文，後者は目的語を二つとる他動詞文に
近いものになる．この区翔はカザフ語にもそのままある．すなわち自動詞も他動詞も使役形にな
ることができる．自動詞の使役文については前節で指摘したとおり定義が難しいのであるがここ
では伝統的な考えにしたがう．ll）以下，それぞれの動詞の使役文における格を検証する．
2．2、1　自動詞がもとになった文
　自動詞が使役形になった例としてつぎのようなものがある．
6apFbl3－「行かせるj，　Ke癬3－「来させる」，　KYnAip　一「笑わせる」，　oτblpFb13－「座らせる」，
T￥Pfbl3－「いさせる，立たせる」
これらが用いられた文として次のデータがあげられる。
H￥P6eK　CathpaHbl　瓢b1MKeHTKe　6apFbl3Abl．
ヌルベク（人名）・サイラ（人名）（対格）・チムケントへ（地名）・行かせた
「ヌルベルクはサイラをチムケントへ行かせた．」
M￥faniM　6aJlaMapllbl　oThlpFbl3Abl．（Geng　and　Li（1985））
先生・子どもたち（対格）・座らせた
院生は子どもたちを座させた、」
H￥P6eK　　Ca蕗paHbi　　KYnA量PAi．
ヌルベク・サイラ（対格）・笑わせた
「ヌルベクはサイラを笑わせた．」
このデータから被使役者は対格で表されるということができる．
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　ところで日本語ではヂを」の他に「に」でも表されることは先には触れたがカザフ語では被使
役蕎を与格で表すことはできるのだろうか．
＊｝｛￥P6eK　　Ca勇茎）aFa　　rUblMKeHTKe　　6aPAblPAtSI．
ヌルベク・サイラ（与格）・チムケントへ・行かせた
＊M￥Fall　iM　　6aJla．ffaPFa　　OTb五PFbl3Abl．
先生・子どもたち（与格）・座らせた
＊H￥P6eK　　Ca巌paFa　　KYn双iPA量．
ヌルベク・サイラ（与格）・笑わせた
カザフ語では被使役者を与格で表すことはできない．
2．2．2　他動詞
　他動詞が使役形になったものとして，6epri3－「与えさせる」，＞Ka3酬p－「薔かせる」，　o恥IT－
「読ませる」，）KyFbi3－「洗わせる」などがあげられる．これらが用いられた例として次のデータ
がある．
H￥P6eK　Ca加afa　xaT）Ka3Fbl3zabl．
ヌルベク・サイラ（与格）・手紙・書かせた
「ヌルベクはサイラに手紙を書かせた」
MXfa滋M　6ajianaPFa　KiTan　o恥rr田．
先生・子どもたち（与格）・本・読ませた
「先生は子どもたちに本を読ませた．j
H￥p6eK　AMaH6◎A？a　K｛pnePAi　x（Yfbl3瓜bl．
ヌルベク・アマンボル（人名）（与格）・汚れを・洗わせた
ヌルベクはアマンボルに汚れ物を洗わせた．
上のデータでは被使役者（Ca鍾p艮ra，6ananapra，　AMaH60nsa）は与格になっている．これらが対格
をとることができるかどうか確かめておこう．
＊取P6eK　CaゆaHbl　xaT）Ka311blPAbl．
ヌルベク・サイラ・手紙（対格）・書かせた
＊M￥faxiM　6aAaaaPAbl　KiTaR　OKblT’rbl．
先生・子どもたち（与格）・本・読ませた
＊　｝至￥P6eK　AMaH60nfa　KiPAePAI　）KYFbl3Abl．
ヌルベク・アマンボル（与格）・汚れ・洗わせた
これらはすべて非文になるため対格は使えないと考えていい．つまり他動詞が使役形になったも
のでは被使役者は与格で表される．
　ここまでのところをまとめると被使役者を表すのに，自動詞の使役文のときは対格が，他動詞
の使役文の場合は与格が用いられるということができる．19｝
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3．構造と辞書記述
　本章では2章で観察したデータをもとに句構造文法の枠組みを用いて分析を行う．そして使役
形態に辞書記述を与える．
　まずはじめにカザフ語の使役文の構文がどのようになっているかということを考察する．その
結果使役形の動詞は形態的にはひとっであるが旬構造の上ではrl3が分離して単独で主辞（head）
として働くということを指摘する．そしてそれをもとにH3に辞書記述を与える．
　句構造文法と～日に言っても様々なバリエーションがある．本稿ではそのなかでも主辞駆動タ
イプの句構造文法をもとに分析を行なう．Gazder　et　al（1985）に罠られるような超規則（metarule）
は採用していない．超規則などを用いる代わりに文法情報の多くを辞書に記述する．
基本的な考え方
　本稿で採罵している旬構造文法の考え方に範躊の素性の集合によって表すということがある．
例えばNP，　V　Pは素性の集舎によって次のように定義される．このなかではHEADは主辞素
性，posはいわゆる品詞，　SUBCATは下位範躊化素性を表す．　nilはゼロを表す．
a．NP　＝HEAD　［POS　N］SUBCAT＜nil＞
b．　VP　：HEAD　［POS　V］　SUBCAT＜NP＞
c．VP＝＝HEAD　［POS　V］SUBCAT＜NP，　NP＞
d．VP＝＝麗AD　［POS　V］　SUBCAr＜NP，　NP，　NP＞
　上でb．とc．とd．はいずれもVPであるがこれらの違いは下位範躊化素性の違いである．別
の言い方をすればこれらの違いは結舎価の違いで，それぞれ自動詞，目的語を一つとする他動詞，
目的語を二つとる他動詞を表している．文が何の投射（projection）であるかは議論のあるところ
だが，本稿では動詞の投射であるとする立場をとる．したがって文はっぎのように定義さる．
S＝HEAD　【POS　V】SUBCAT＜nil＞
上のc．とd．はSUBCArの値としてNPが並んでいる．　Pollaτd　and　Sag（1994）（以下Pollard　and
Sag（1994）をXPSGと記す．）ではSUBCATの要素は斜格性の低い順に左から並ぶリストである
としているが，本稿ではGunji（1987）（以下Gunji（1987）をJPSGと記す）にならって文法閣係
を記したものの集合とする．b．c．　d．は文法関係を表す素性GRを加えて下のように補正され
る．
b．VP＝＝HEAD　［POS　V】SUBCAT＜NI》［GR　SBJ｝＞
c．VP＝HEAD　［POS　V】SUBCAT＜NP　［GR　SBJI，　NP　［GR　OBJ】＞
d．VP　Pt　HEAD　【POS　V】SUBCAT〈NP　【SBJ】，　NP　〔OBJ］，　NP［OBJ］〉
素性としてはこのほかに，意味素性SEMも用いる．旬構造文法で考えられている主辞素性原理
（｝｛ead　Fea加re　principla），以下範鷹化素性原理（subject　Feature　principie）はそのまま採用する．
　なお，すべての索性を常に記すことは紙面の都合などもあり現実的ではないので以下ではさま
ざまに簡略した表記をする．例えば，
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㎜購獄∵頗副
　　　　　　　　　　GR　SUBJ＞
SEM＿
を，場合によっては
VP　［SUBCAT＜NP＞1
あるいは，単に
VP
などと記すことがある．
3。1　使役文の構造
　先にも述べたように，カザフ語の使役文には，大きくわけて，自動詞が使役形になっているも
のと，他動詞が使役形になっているものの二つのタイプがある．それぞれについて構造を調べる．
1．他動詞が使役形になっているもの
　他動詞が使役形になっている使役文として次の例をもとに構造を検討してみよう．
H￥P6eK　CaBpaFa　xaT）xca3Flii3Rbi．
「ヌルベクはサイラに手紙を書かせた．」
考えられる可能な構造として主なものには次のようなものがある．
（1）
　　　　　　S
∴　　NP　　　　　　VP
H￥P6eK　NP VP
CatapaFa　NP V
xaT 恢（a3FbB及b畏
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（2）
S
NP
H￥P6eK　NP
　　yp
／＼
　　　　　VP
NP V　　　　fbi3刀tbl
xaT 渥（a3
（1貫）
　　　S
NP　　　　　　VP
H￥P6eK　NP w
Ca諏paFa　NP
xaT　　V
　　V
△　　　　　V
）KE　3 FLI3Abl
　カザフ語の動詞の形態的特徴を考えると（1）がもっとも自然であると思われる．（2）は日本
語の使役文で提案されている構造である．
　これらの構造のうち，どれがもっとも適当であるか柴谷（1978），郡司（1994）における日本語
の使役文の分析をもとに以下に検討する．
　まず副詞がどのようにかかるかという点を晃よう．
H￥p6eK　Ca薮paFa　YH…TYHCi3　xaT　＞Ka3Fbl3Abl’
「ヌルベクはサイラにだまって手紙を書かせた．」
この文は二義文であり，副：ajYH－TYHCi3がH￥p6exの動作を修飾する解釈とCanpaの動作を修飾する
解釈が得られる．
24
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（1）の構造に，YH一τYHCi3を付加するとしたら次のようになろう。
　　　　S
　NP　　　　　VP
H￥P6eK　NP VP
Ca鋲pafa　ADV
YHaTYHCi3　NP
八
V
xaT　　）Ka3Fb韮3Ab璽
　しかしこの構造では〔￥H－SyHCi3　xaT）Ka3Fbl3〕という部分はあるが，〔YH－TYHCi3　xaT）Ka3〕
という部分をきりはなすことができないため，CaPtpa　YH－TYHCi3　xaT）Ka3という解釈を説明す
るのに無理がある．したがって（1）の構造は適当ではない．
　それでは（1）の修正として＞Ka3と£bl3を切り離した（1’）を検討してみよう．
　これはただ）Ka3とFbl3を切り離しただけであり，それらはtc－一節点に支配されているのでやはり
CaPtpa　YH－TYHCi3　xaT》Ka3を説明するのには無理がある．
　次に（2）をみてみよう．（2）にYH－TYHci3を付加すると次のようになろう．
　　　　　　S
　　　／＼
　　NP　　　　　　VP
｝i≒二P6eK　NP　 　　　　　VP
　　　　　／＼
CatipaFa　V？　　　　V
／＼
　ADV VP　　Fbl3Abl
YH－TY蕨d3　　NP V
xaT 箆（a3
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この構造ではCaZapa　YH－TYHCi3　xaT）Ka3の解釈が得られる．次に（2）にYH－TYHCi3を付加す
る別の可能性として次のような付加のしかたがある．
　　　　S
／＼
　N？　　　　　　VP
△｝｛￥P6eK　NP　　　　　　VP　　　　　　　　△
　　　Ca羨paFa　ADV　　　　　VP
　　　　　　　　　　∴
　　　　　糊ツ＼v
　　　　　　　NP　　　　　　V　　Fb翼3双b藍
xaT 醤《a3
この場合YH－TYHd3　〔xaT　》Ka3fbl3〕の解釈を得ることができる．
　次に，もとの使役文と問じ内容を表している，次のような文を検討してみよう．
｝玉￥P6eKTiH　KbMFaHbl　　Ca薩paFa　　xaT　　）Ka3Fbl3y　　60n双bi．
「ヌルベクがしたことはサイラに手紙を書かせることだった。」
K￥P6eXTiH　KblnFb13FaHbl　Ca勇pa魏b職xaT　）Ka3yb1　60nnbi．
fヌルベクがさせたことはサイラが手紙を書くことだった．」
これらが成り立っためには〔xaT　x（a3］という構成素があることが必要であるが，（1）や（1，）
には〔xaτ）Ka3〕という構成素が存在しないため構造として不適当である．
　以上のようなことから（2）の構造が適当であることが明らかになった．
2．自動詞が使役形になっているもの
　自動詞の使役文についても基本的に他動詞使役文と同じような構造をもっていると考えること
ができる．ただ，インフォーマントによっては〔H￥p6eK　illblK］のように，副詞が被使役者の動
作にかかる解釈が得られないこともある．そういう場倉は意味的にもH3を切り離すことができな
いことになるが，そうなるとそうははたLて使役文なのかという疑問がわいてくる．っまり2章
で問題になった自動詞の他動詞化との区別ということが問題となってくる．上で記した構造は簡
略表記によるものだったがここで下位範躊化素性値を入れて記しておく．
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　　　　　V
∴　NP　　　　　　　　V　　　　　　　△
｝｛￥P6eK　　　NP
［SUBCAT〈n｛1＞｝
Ca眞pa罫a
【SUBCAT＜NP＞］
V　［SUBCAT＜N｝、　NP＞1
　　　V　［SUBCAT＜NP＞】
∴NP
xaT
V　［SUBCAT＜NP，
）Ka3
V　［SUBCAT＜　NP，
　　　　　　　NP，
　　　　　　　　V　［SUBCAT＜NP＞】＞l
NP＞l
　　　　fb］3瓜bl
　以上がガザフ語使役文の構造である．13）カザフ語では～般的に主辞は右側に来るので，この構
造ではrl3が主辞として働くことがわかる．それでは次にrl3の辞書記述に移る．
3．2　rl3の辞書記述
　カザフ語の使役文は前節で示すような形になるわけであるが，なぜそのような構造になるかを
保証しなければならない．古典的な考え方では句構造は句構造規則によって生成される．～方，
本稿がとっている立場である主辞駆動型の笏構造文法では，句構造は辞書における語の記述によっ
て文法性が保証されるとする（Pollard　and　Sag（1987）．したがってrl3の辞書記述を行い構造の文
法性を保証しなければならない．N）
　以下本節では，使役文において主辞として働くrl3に辞書記述を与える．
　まず主辞素性POSから検討すると，rBは動詞句の主辞として働いているのでPOSをVとする．
次に何を以下範舞壽化しているか見よう．
　前節の最後に示した構造図を兇られたい．この図からrl3が下位範曙化するものに，　xaT＞Ka3か
らなるVP，　Ca鞠aFaで示されている目的語NP，そして主語のNP（H￥p6eK）があることがわ
かる．それらをここに記すとrB［suBcAr＜mP　IsuBJ］，　NP［oBJ］，　vP＞】のようになる．
　ここまでのところをまとめると次のようになる．
PHON　　ri3
［SYN　　　　XEAD　［POS　V｝
　　　　　　SUBCAr＜NP　エSBJj，　NP　［OBJ］，　VP＞
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　これでとりあえず使役文の構造はこの記述から生成（保証）できる．次に意味の問題を考えて
みよう．先の例におけるVPの主語を考えると，　Ca勇paという解釈が少なくとも意味の上からは
得られる．Cathpaは主文の目的語であり与格名詞である．これをどのように説明するかという問
題がある．変形文法などでは複数の構造を設定すると思われるが，句講造文法ではこれを意味素
性を胴いて記述する．
　使役文の意味は，ごく簡単には，文全体の蜀的語が動作の意味上の主語であり，その動作を使
役主が働きかける，ということになると思われる．これを（Pollard　and　Sag（1987））の記法をも
とに次のように表す．
使役文
　　SEM RELN　CAUSE
CAUSER　文（全体）の主語
CAUSER　文（全体）の目的語
　文全体の意味が上のようになるのは，主辞素性の原理（Head　Featu　re　Principle）により主辞の辞
書に記述されているからだと考える．本稿の立場では使役文の主辞はrl3であるから，　FI3に意味
表示に含うように記述を与えなければならない．
　まずCAUSER．の値を考えるとCAUSERの値は全体の主語であるが，文全体の主語はSYNの
SUBCATの値にあるNP［SBJ】のことである．これらが意味的に同じものを指していることを示
すために問じ番号をふる．ここでは願としておく．同じように，CAUSERと文全体の目的語が
意味的に岡じであることを示すために同じ番号をふる．主語とは区別するために囹としておく．
ここまでをまとめると次のようになる．（紙面の節約のために，POS等の素性を省略する．）
H3
SYN　CUBCAT＜NP　SBJ［SEM団l
SEM　　　RELN　CAUSE
　　　　CAUSER国
　　　　CAUSER［｝1］
NP　OBJ　【SEM　［互］】，　VP＞
　次に文全体の目的語が意味上の主語であることを示す必要がある．rl3が下位範薦化するものの
中にVPがあるが，このVPが下位範躇化するNPがこのVPの主語である．このNPは統語的
には主語NPとしては存在していない．意味的には文全体の爵的語を指すので意味素性として囹
をふる．これらをまとめると次のようになる．
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Fl3
　HON　　ri3
Y…UB卿階∵闘，
　　　　　　　　　　　VP「SUB…p膿1＞
　EM　　　RELN　CAUSE
　　　　　　CAUSER田
　　　　　　CAUSEE田
　これで大まかではあるがH3の辞醤記述ができた．実際の文“H￥p6eK　CagpaHhl）KYrlpr細i．”
に即して兇てみよう．H￥p6eK，　Catipaの固有名詞の意味表示はNURBEK，　SAYRA｝とした．
　　　　lge．NC，i」slj］
欄響難ザ11
H￥P6eK
CaMpa
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　）KY「韮P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「t3M
　これで主文の主語は使役主，主文の目的語は目的語であると同時に，意味上の主語であることが
記述できた．
　ところで，2．1で述べたようにカザフ語のFl3は拘束形式であるという事実がある．また，2．
3で見たように被使役者が与格で表される場合と対格で表される場合がある．したがってこれら
を辞書に記述しておかないと，次のような非文が文法的に認可されてしまうことになる．
a．＊H￥P6eK　CaPtpaFa　xaT　Fbi3＞Ka3nbl．
b．　＊　H￥P6eK　　CathpaHb｝　　xaT　）Ka3Fbl3Jlbl．
このことを防ぐために辞書記述に修正を加える．
灘紺田L嘆11
SUBCAr〈　NP　｛SEM　田］，
　　　　　　NP　韮SEM　［至］】，
…磁罰㈱閾擁〉
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　まず，a．の文が認可されないようにするために，　rl3は常に動詞に後続して現れるという記述
を補語となる要素が直前に来なければならないことを示す素性ADJACENTを導入して行なう．具
体的にはrBの下位範鷹化素性が次のように修正される．
SUBCAT＜NP，　NP＞
AD3ACifNT＜VP＞
　次に，b．の文の認可を防ぐためには自動詞馬と他動詞用の2種類のFl3を用意することで対処
したいと思うt
FI3自動詞用
SUBCAT＜NP　【SBJ，　NOMI，　NP　［OBJ，　ACq＞
ADJACENT＜VP＞
rl3他動詞用
SUBCAT＜NP　［SBJ，　NOM】，　NP　IOBJ，　DAT｝＞
ADJACEN’lr＜VP＞
　このような修正により，a．やb．の認可は回避できる．
4．おわりに
　以上本稿ではカザフ語の使役文の構造を記述し，rl3に辞書記述を与えた．
　また，カザフ語の使役形の動詞は形としては一語であると言うことができるかもしれないが，
統語的にはH3が独立して主辞として働くということを指摘した．さらにYI3の辞書記述により使
役文における意味上の主語の扱いを記述した．
　カザフ語の使役について本稿で触れることのできなかった問題，残された課題は多い．そられ
を列挙すると，
　自動詞の他動詞化と使役化の問題
　使役文の厨的語の制限
　二璽使役文
などがある．また，rl3の辞書記述が自動詞用と他動詞用のこっにわかれてしまい，統一的な記述
が与えられていない．これらの問題は今後の課題とし，解決していきたい．
注
1）1970年代の研究に井上（1976），Shibatani（1976）などがある．
2）インフォーマンとして協力してくださったのはB．1工．1く．氏とB．C．氏（共に三十代男性）の二人であ
　　る．この場を借りて二人のインフォーマントに心から感謝申し上げる．）
3）トルコ語ではDIRが一般的である．）
4）これらの分布は基本的には音韻的に規定される．しかし音韻だけでは解決しきれない点があるのは事実
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　　であり，未解決の問題も残っている．）
5）Geng（1989）に要領よくまとめられている．）
6）井上（1976）など．ただし，井上（1976）は同時に両者の共通点を指摘している．）
7）厳密にいうと「を」をとるものと他動詞は完全に一対一で対応するわけではない．）
8）カザフ語では位格が位置格に，専格が着点格に，対格に受動者格にそれぞれはいる．）
9）使役文に限らず両者の基本語順はほぼ同じである．）
10）語尾ではなく助詞とする考え方もある．）
11）つまり自動詞の他動詞形との混同があるかもしれない．）
12）被使役者がそれ以外の格をとる可能性にpいて若干の考察を加えておく．KTrは，
　　OJヨ　　oKYAaFbl　　afacblHaH　　）KaKa　　KiTan　　an双blPbm　　ryPaAsl．
　　彼・学んでいる・兄一彼の（奪格）・新しい・本・買わせて（使役形）・いる
　　「彼は学生の兄を通じて新しい本を買っている．」
　　という文を例にあげ，被使役者が奪格で示されていることあるとしている．確かに，この文におけるaFa
　　Cb］r彼の兄」は奪格で示されている．しかしこれは本当に被使役奢なのだろうか．普通の使役文では，意
　　味的にみると，使役助詞（の使役を除いた部分）の慧味上の主藷は被使役者であるとする解釈がある．例
　　えば次の文で手紙を書いたのはサイラであってヌルベクではない．
　　H￥P6eK　　CaUpaFa　　xaT　　》Ka3Ab1P双bl．
　　「ヌルベクはサイラに手紙を書かせた．」
　　ところが悶題の文では本を買ったのは「彼」である解釈が得られる．これにはさらなる検討が必要であ
　　るがtもし被使役者が奪格で示されることがあるにしてもそれは一般的とは言えず，かなり特殊な場合
　　に限られると考えて間違いないようである．
13）ちなみに，H￥p6eK　CaBpaFa　xaT）Ka3Abl3Abl．をHPSG風の記法で記すと次のようになる．
S　　PNurbξ｝k　Sayraga　bat　jazgezde
　　　I）TRS C°脚TRS 〈［P甑b帽＞
HEAD一正）TRS　　P　Sayraga　hat　jazgezde
　　　　　　㎜㎜鷺門＞
　　　　　　　　　　1・玉EAD－DTRS　　P　ha｛　jazgezde
DTRS　　COMP－DTRS　P　hat　jaz
〈
㎜隣：1斗：謂
HEAひDTRS Lp明
14）もちろんここでいう「辞書」記述とは文法における僻書」の記述という意昧であって，いわゆる辞典
　　類の項穏の記述のことではない．）
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